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【有川製作所プレス部品ﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞロボフレ分析結果】
（小人の靴屋プロジェクト） 施設との連携
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社会受容性のある
ロボット環境

（ﾛﾎﾞｯﾄ環境技術）

社会、経営、決済ﾌﾟﾛｾｽの統合
Engineering Chainプロセスの見直し、変革、反映、統合
セキュリティシステムの導入

パッケージ、パッケージ材
荷姿、ラベリング
ｾﾝｻｰ、ｱｸﾁｭｴｰﾀ

まち内外連携
建物内外連携
部屋内外連携（含温湿光電磁音響などの環境）

エレベータ、輸送機などの室内設備とのロボット連携
床、壁、天井、仕切りとのロボット連携
環境センシングやアクチュエーション連携

他ﾛﾎﾞｯﾄ連携（含：ロボットデータ連携システム）
ドアや家具･機器連携
センサ、アクチュエータ連携

業界ルール・慣習・常識の見直し、変革、反映、統合
業界ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ見直し、変革
業界に適したロボットシステム・ロボットサービス構築

社会受容性のある
人･ﾛﾎﾞｯﾄI/Fシステム
（ﾛﾎﾞｯﾄﾋｭｰﾏﾝ技術）

時空間整合ｻｰﾋﾞｽ技術
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人の受容・寛容・協調技術

財務管理システムとの統合
プロセス管理システムとの統合
作業動作管理システムとの統合

ﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ（人の移動先サービス）技術
マルチロボット連携ｻｰﾋﾞｽ技術（例：掃除サービスPF）
顔の見えるｱﾊﾞﾀｰｻｰﾋﾞｽ技術（人間関係の表示利用）

環境に対する寛容性追求
ロボットシステムやサービス対する受容性寛容性追求
人（ﾒｰｶ、SIer、ﾕｰｻﾞ、ｵﾍﾟﾚｰﾀ）の受容性寛容性追求

ロボットフレンドり

ﾌﾟﾚｽ機への板材部品供給・取出ﾛﾎﾞｯﾄ
（部品を傾け・つきあて位置精度確保）

ロボット好きの若者、多い
若い人：においでロボットを動かす

山崎電機の役割
・広いチャンネル活用
ｵﾑﾛﾝの役割
・技術支援、・ビジョン、
・複数拠点展開

難しいものからはやらない
導入判断
（協働ロボット＝0.6人前）
（人手不足や若人採用考慮）
☚7年以下で減価償却する

（補助金大事）

プレス加工部品扱いのﾛﾎﾞｯﾄ化
加工機への部品のし入れ
※ﾛﾎﾞｯﾄは資格不要
※ ポカミスがない
※9%生産性アップ(夜作業)
メッキ部品の全数検査
※数値化が可能に

まだ手作業？（女子大生感想）
ロボットの職場を

ﾊﾟﾚﾀｲｼﾞﾝｸﾞﾛﾎﾞｯﾄやAMRの追加移動ﾒｶ

ﾒｯｷ部品全数Picking（３DVision）&検査（複数の上下ｶﾒﾗ）
部品ﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞﾛﾎﾞｯﾄ、部品検査ﾛ
ﾎﾞｯﾄ、箱ﾊﾟﾚﾀｲｼﾞﾝｸﾞﾛﾎﾞｯﾄ、AMR

展示機能が、従業員
の動機付けに（いつも
きれいに）

展示機能が、従業員の動
機付けに（説明による学び）

若人の採用可能に(就職者へのアピール)

社内管理systemとの統合

高付加価値事業への転換

工場の展示場化

展示機能が、従業員の動機付
けに（いつも動いている）

※若い人の採用が可能に
※社風変化(ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ向上）
※付加価値工程への配置展開
※金型賃加工外事業への典型

Why（課題）

Why（効果） Howと効果
Whatと効果

ロボットの職場を
社内でﾛﾎﾞｯﾄを進める（ｿﾌﾄも）

展示場工場場

メッキ部品の検査作業台

板材部品供給周辺機器（2軸ﾒｶ、
一枚であることのｾﾝｻ確認）
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